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ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
の

方
に
、
週
に
１
回
程
度
、
訪
問
ま

た
は
電
話
で
話
し
相
手
を
す
る
友

愛
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
活
動
で
は
、
日
常
生
活
の

相
談
、
福
祉
制
度
の
説
明
等
も
行

い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
寂
し
か
っ
た
り
、
不

安
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、　

歳
以

６５

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
（
日

中
の
み
ひ
と
り
の
方
も
可
）

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　

家
具
転
倒
防
止
器
具
を
給
付

し
、
ご
自
宅
に
取
り
付
け
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、　

歳
以

６５

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
（
近
隣
に

親
族
が
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
）

で
、
当
該
家
屋
に
引
き
続
き
居
住

す
る
、
過
去
に
同
制
度
を
利
用
し

て
い
な
い
方

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護

６５
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
健

康
づ
く
り
や
も
の
忘
れ
予
防
に
役

立
つ
情
報
の
案
内
や
相
談
を
行
い

ま
す
。
（
１
人　

分
程
度
）

３０

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

１５

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
地
域　

東
町
、
中
町
、
本
町

１
丁
目

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８６

５
１
４
）
へ
。

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

取
り
付
け

介
護
予
防
相
談
会

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１１

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
冬
に

な
る
と
流
行
し
ま
す
。
症
状
と
し

て
は
突
然
の
高
熱
や
節
々
の
痛
み

と
い
っ
た
全
身
症
状
、 
咳 
や 
痰 
な

せ
き 

た
ん

ど
の
気
道
症
状
、
下
痢
や
腹
痛
な

ど
の
胃
腸
症
状
が
あ
り
ま
す
。 
稀 まれ

に
、
肺
炎
や
脳
炎
を
合
併
し
て
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
毎

年
、
少
し
ず
つ
変
化
（
連
続
変

異
）
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

去
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
人
が
今
年
も
か
か
る
と
い
う
こ

と
が
起
こ
り
得
る
わ
け
で
す
。

　

予
防
と
し
て
は
、
手
洗
い
・
う

が
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
大
事
で

す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
予
防
接
種

が
大
切
で
す
。　

歳
未
満
は
２

１３

回
、　

歳
以
上
は
１
～
２
回
の
接

１３

種
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は　

％
イ

１００

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
予
防
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も

し
も
感
染
し
て
も
症
状
を
軽
く

し
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
予
防
接

種
は
接
種
後
、
効
果
が
発
現
す
る

ま
で
に
２
～
３
週
間
く
ら
い
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、　

月
１０

の
中
旬
ご
ろ
か
ら　

月
く
ら
い
ま

１２

で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
初
期
症
状

と
考
え
ら
れ
る
症
状
を
認
め
た
ら

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
治
療
薬
に
は
、
内
服
薬
・

吸
入
薬
・
点
滴
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
薬

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を

退
治
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ウ
イ

ル
ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る
も
の
で

す
。
ウ
イ
ル
ス
増
殖
の
ピ
ー
ク
と

い
わ
れ
る
、
発
症
か
ら　

時
間
以

４８

内
で
な
い
と
効
果
が
な
く
、
ま
た

劇
的
に
効
く
と
い
う
も
の
で
も
な

い
の
で
な
に
よ
り
予
防
が
大
切
と

な
り
ま
す
。
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
休

養
を
と
り
、
脱
水
症
状
に
な
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
水
分
補
給
が
大
切

で
す
。

　

小
金
井
市
医
師
会

中
村　

暢
和

 　

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
小
金
井

地
区
推
進
協
議
会
で
は
、
市
内
の

中
学
生
が
作
成
し
た
薬
物
乱
用
防

止
を
テ
ー
マ
と
す
る
ポ
ス
タ
ー
お

よ
び
標
語
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。

と　

き　
　

月
６
日
（
火
）
～　

１２

１２

日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後　

時
１０

（
６
日
は
正
午
か
ら
、　

日
は
正

１２

午
ま
で
）

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
１
階
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ス
ペ

ー
ス

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１０

　

時
～　

時　

分
、
午
後
１
時
～

１０

１１

３０

４
時

と
こ
ろ　
　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口

ＪＲ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
コ
ー
ト
）

対　

象　
　

～　

歳
の
方

１６

６４

※　
　

～　

歳
に
献
血
経
験
の
あ

６０

６４

る
方
は
、　

歳
ま
で
献
血
す
る

６９

こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
団
体　

東
京
都
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　

１
月　

日
～　

日
の
毎

１２

２６

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
６
月
生
ま
れ

２６

薬
物
乱
用
防
止

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展
示
会

愛
の
献
血

む
し
歯
予
防
教
室

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年　

月
生

２７

１２

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
健
康
課
へ
。

 

●特急あずさ５０周年イベント　１２月１
日（木）～１２日（月）／ｎｏｎｏｗａ武蔵小金井
／中央線特急あずさ号開業５０周年を記念
して鉄道イベントを開催。展示＝歴史を
体験できるパネル展。催し＝１０日（土）、
１１日（日）午前１１時～４時、子ども駅長
記念撮影、ペーパークラフト教室など／
詳細はホームページ（http://www.nono 
wa.co.jp/）で／株ＪＲ中央ラインモール
（☎０４２－３１６－４４１７）
●みんなの学校カフェ「地域でともに生
きる」－相模原障害者殺傷事件から考え
る　１２月３日（土）午後１時３０分～３時
３０分／小金井　宮地楽器ホールマルチパ
ーパススペース／事件から４か月余り。
ともに生きるために、今、私たちに出来
る事は何か考えてみたいと思います／３０
人（当日先着順）／無料／「みんなの学
校」を実現する会こがねい・磯辺（☎０８０
－６５５３－１３３０＝午後６時以降）
●第６７回小金井民謡連盟発表大会　１２
月４日（日）午前１０時３０分～午後４時／
小金井　宮地楽器ホール大ホール／無料
／終演時福引抽選会あり／同連盟・鈴木
（☎０４２－３８１－６２３８）
●小金井雑学大学　忠臣蔵の真相その５
義士の最期＝１２月４日（日）前原暫定集会
施設Ａ会議室、遊びとレクリエーション

＝１２月１８日（日）市民会館・萌え木ホール
Ａ会議室。飯坂徳雄さん（東大和市レク
リエーション協会会長）／いずれも午後
２時～４時／１００円（資料代）／当日直接
会場へ／田中（☎０８０－５６４５－１４７７）
●ミニこがねい２０１６　１２月１０日（土）
午前１１時～午後３時、１１日（日）午前１０
時～午後３時（いずれも入場は２時ま
で）／公民館貫井北分館／子どもだけが
市民になれる遊びのまちで、働いて稼い
で買い物やゲームなどができる／小学生
～高校生世代／５００円（１日分）／必要な
人はお弁当などを持参／当日直接会場へ
／ＮＰＯ法人こがねい子ども遊パーク・
松下（☎０９０－３８０５－１３２１）
●亜細亜大学吹奏楽団第５２回定期演奏
会　１２月１１日（日）午後２時開演（１時
３０分開場）／同大学３号館講堂（ＪＲ中央
線武蔵境駅徒歩１２分）／５００円（中学生以
下無料）／幼児・車いすの方の入場可／
同大学・塚田（☎０４２２－５４－５３１９）
●ヒガコ・クリスマスフェスティバル　
１２月１７日（土）午後１時～６時／東小金
井南口商店街／東小金井南口商店会スタ
ンプラリー抽選会（１２月３日～１６日に商
店会各店で実施）やクリスマスお絵かき
コンテスト（商店会一部の店舗で事前配
布の所定用紙にて当日応募）。無料配布
のバーベキュー串で楽しもう／同商店
会・今井（☎０７０－６４６４－５７７５）
●雪国くらし体験　１月１４日（土）～１５

日（日）／新潟県長岡市小国町法末／限
界集落を訪ね地元の方と交流、雪遊びも
／小学生以上／２０人（多数抽選）／約
１７,０００円（参加人数により変動）／１２月
２０日までに、電話またはＥメールでＮＰ
Ｏこがねい子ども遊パーク・邦永（☎
０８０－３２０１－６７４８死playpark@koganei-
yu.net）へ。
 

●歩きませんか二ヶ村緑道を多摩川競艇
場まで　１２月１８日（日）雨天実施／①ＪＲ
東小金井駅南口午前７時３０分②市役所本
庁舎８時③貫井大橋８時１５分集合～１１時

３０分ごろ小柳公園解散（距離約７.５ｋｍ）
／２００円／水筒持参／当日直接各集合場
所へ／市ウオーキング協会・浜薗（☎
０４２－３８１－２２００）
●中学生サッカー体験練習会　１２月２４日
（土）午前９時～１１時／上水公園運動施
設／サッカークラブチームの体験会／講
師はＦＣアンビシオン専属コーチ／小学
校６年生、中学校１年生／１０人（多数抽
選）／詳細はホームページ（http://fc-
ambicion.com/）で／１２月２３日までに、
電話またはＥメールでＮＰＯ法人ＦＣア
ンビシオン（☎０４２－３８８－９２５４死fc.am 
bicion@gmail.com）へ。

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

■調布市クリーンセンターの移転説明会
１２月１８日（日）午後２時～３時、１９日（月）
午後７時～８時／東中学校柔剣道場／当
日直接会場へ／車での来場はご遠慮くだ
さい。上履き・防寒着持参／調布市環境
部ごみ対策課（☎０４２－４８１－７６８６）
■ＬＥＤ等の節電設備の導入費用を助成
都内で製造業を営む中小企業者の方が設
置する工場照明のＬＥＤ化等の節電設備
導入費用の一部を助成しています／１２月
２２日（木）まで／詳細は、（公財）東京都中
小企業振興公社ホームページ（http://w 
ww.tokyo-kosha.or.jp/）で／同公社設
備リース課（☎０３－３２５１－７８８９）
■冬季・野川生きもの観察会　１月２２日
（日）午前１０時～正午／都立野川公園自

然観察センター前／湧水を活用して作っ
た小川の生きもの観察と補修体験／４０人
（多数抽選）／一般１００円、中学生以下無
料／小学校３年生以下は保護者同伴／１２
月２０日（必着）までに、郵送またはファ
クスで東京都北多摩南部建設事務所（〒
１８３－０００６府中市緑町１－２７－１☎０４２－
３３０－１８４５ ０４２－３６９－３８９０）へ。
■検察審査会をご存じですか　交通事
故、詐欺等の被害に遭った際、検察官が
その事件に対して行った処分が正しかっ
たかどうかを審査する機関が検察審査会
です。検察審査会では、１１人の審査員が
審査を行います。審査員は選挙権がある
方の中からくじで選ばれますので、審査
員に選ばれたときはご協力をお願いしま
す／立川検察審査会事務局（☎０４２－８４５
－０２９２）
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